
「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５ヵ年計画（2018～2022年度）」 概要
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●学習者用コンピュータ⇒３クラスに１クラス分程度整備
●指導者用コンピュータ⇒授業を担任する教師１人１台
●大型提示装置・実物投影機⇒ 100％整備
各普通教室１台、特別教室用として６台
（実物投影機は、整備実態を踏まえ、小学校及び特別支援学校に整備）

●インターネット及び無線LAN ⇒ 100％整備
●統合型校務支援システム⇒ 100％整備
●ＩＣＴ支援員⇒ ４校に１人配置
● 上記のほか、学習用ツール（※）、予備用学習者用コンピュータ、充電保管庫、学習用サーバ、

校務用サーバー、校務用コンピュータやセキュリティに関するソフトウェアについても整備

（※）ワープロソフトや表計算ソフト、プレゼンテーションソフトなどをはじめとする各教科等の学習活動に共通で必要なソフトウェア

・１日１コマ分
程度、児童生徒
が１人１台環境
で学習できる環
境の実現

☆目標としている水準



「GIGAスクール構想」 概要

（１）校内通信ネットワークの整備
１，２９６億円

（２）児童生徒１人１台端末の整備
１，０２２億円

●児童生徒１人１台端末の利用を可能
とする高速大容量の通信ネットワー
クの整備
●電源キャビネットの整備
●国１/２補助（補正予算債１００％）
●補助は令和２年度のみ

●端末本体代の４．５万円/台を補助
●設定・保守・ソフト・周辺機器等は、
補助対象外（市独自負担）
●児童生徒数の２/３の台数までが補
助対象
●令和３年度以降の補助は現時点では
不明

☆Society5.0時代を生きる児童生徒にとって、誰一人取り残すことない、公正に個別化され
た学びを全国の学校現場で持続的に実現させる。
☆令和時代のスタンダードな学校像として全国一律のICT環境整備を行う。

文科省
方 針

一体的
整備

◎各自治体は、令和５年度までに全学年で１人１台環境を達成させる

補助措置要件⇒１人１台環境を達成させる計画（ＩＣＴ活用計画・教員スキル向上等のフォローアップ計画）
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ＩＣＴを活用した教育において目指す
学びのスタイル
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【一斉学習】 【個別学習】 【協働学習】
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